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SC509300 2026

無機化学特論Ⅱ 大木　寛

Topics in Inorganic Chemistry Ⅱ 　

2 後期 月曜･２時限 3年

理学部第6講義室 講義 選択

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２６Ｓカリ, ２５Ｓカリ, ２４Ｓカリ, ２３Ｓカリ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】理学の各分野における専門知識 結晶化学の基礎的事項が理解できる⇔

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門知識や観察・実験などによっ 基本的な結晶構造を説明できる
て問題を理解・解決し、その成果を的確に他者に伝える力

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 固体の構造を理解するためには，対称性や空間群などに関する知識が必要である。また固体物性は構造
を詳細に検討することにより理解できる。講義では空間群や単位格子などについて述べ，固体構造を決
定するために用いられる回折法を紹介する。さらに固体構造から様々な物性を議論する。

(5)授業のキーワ
ード

自然科学の基礎知識
化学の発展的知識

(6)授業計画  1. 序論
 2. 対称性と空間群
 3. 結晶格子
 4. 逆格子
 5. Ｘ線回折(1)
 6. Ｘ線回折(2)
 7. 中性子線回折
 8. 格子振動(1)
 9. 格子振動(2)
10. 磁性体
11. 誘電体
12. 格子欠陥
13. 電気伝導－イオン伝導性
14. 非晶質
15. まとめ（授業アンケートを含む）

(7)成績評価の方
法

原則として試験により評価する。
試験は，固体の構造を理解し，構造と物性の関係を説明できるか，固体の研究手法を理解して物性研究
に関連付けることができるか，等の内容を含む。
試験の評点によって
秀：90点以上，優：80点以上90点未満，良：70点以上80点未満，可：60点以上70点未満，不可：60点未満
 とする。
場合によってはレポートを課す。レポートは最大20点とし試験の評点と合算する。

(8)成績評価の基
準

評定は以下の評価基準を基本とする。
秀： 授業の達成目標の水準から見て卓越している
優： 授業の達成目標の水準よりかなり上にある
良： 授業の達成目標の水準よりやや上にある
可： 授業の達成目標の水準にある
不可（D）： 授業の達成目標の水準よりやや下にある
不可（F）： 授業の達成目標の水準にない

(9)事前事後学習
の内容

毎回、講義の最後に次回につながる課題を与える。
その課題は、それまでの講義が理解できていれば解くことができる。
次回は課題の解答を前提に講義を進めるので必ず解いておくこと。

(10)履修上の注意 特になし

(11)質問,相談へ
の対応

在室中随時。

【教科書】 指定なし

【参考書】 固体物理学入門(上・下) キッテル 宇野良清・津屋昇・新関駒二郎・森田章・山下次郎訳　丸善


